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３）募金

      チョコレート募金12万個分を達成。大幅な募金者の拡大は図らず事務局の体制強化に力を入れ、

    システム構築等の改善を進めた。電話受付業務も事務局内で対応した。

４）人材育成

      ハウラのキャンドル企画、大学生によるチャリティークラブイベント、キルト展示など個人のア

    イデアを生かしたボランティアの協力を得ることができた。各参加団体からゲストを呼ぶダルダ

    シャ(茶話会)も数回開催した。

５）サポーター関係

      新規サポーターにはサポーターバッチを送るほか、継続者にはチョコ募金缶と同じデザインのシ

    ールを発送するなど、サポーターサービスの充実を図った。しかし、サポーター継続の比率は上が

    ったものの、チョコ募金申込者以外の新規の入会は伸び悩んでいる。地方のサポーターチームは現

    在、札幌、函館、山形、栃木、浜松、奈良の6チーム。

６）国内緊急支援プロジェクト

      東日本大震災後、山形のIVYと協力し、物資支援を行った。また河北地区での医療支援、石巻市で

    の千人風呂プロジェクトを実施。

2011年度事業方針

  東日本大震災後、しばらくの間は、イラク関連のプロジェクトも滞りました。「何か自分達に出来ることは

ないか」という気持ちで始めた石巻の支援も長期化し、イラク事業にも響いています。全体的に資金調達が厳

しくなることから、イラクでは、新しい事業は行わず、予算では、20％の削減を目指します。

  一方、今回の震災では、福島原発事故に伴う放射能汚染を深刻にとらえ、イラクでの経験や専門性、ネット

ワークなどを生かし、JIM-NETだからこそやらなければいけない活動にシフトしていきます。そのような国内

での経験が、将来イラクで生かせるように活動すべきです。

  また、今まで行ってきた、イラクのこども達の絵画を使った展示や、絵本作成、商品開発に関しては、日本

を元気にする素材として、さらに力を入れていきます。

【海外活動】

１）ガン白血病支援

　   JIM-NETが支援している4箇所5病院に関して、前年度同等の医薬品支援、感染症対策、成分輸血消耗

   品を寄与する。アルビル事務所に関しては、プロジェクトマネージャーを常駐させ、プロジェクトの効

   率の良い運営の継続と整理、来年度に向けたフィジビリティ・スタディを実施する。医療関係者は、折に

   触れ短期派遣の予定。また、支援を開始した7年前と病院の増改築による設備や機材、薬の政府による支

   給率や、患者数など変ってきており、将来的な支援計画を作り直す時期に来ている。そこで、今年度より、

   病院状況の調査を開始し、2012年度には、調査結果に基づく支援計画を作成する予定。

     各地域の病院の重点目標は以下のとおり。

   ○バグダッド：先端医療の導入をこころみ、骨髄移植を5年後に達成する目標を立てたが、バグダッドの 

     病院を訪問したところ、予想以上に設備が悪く病院の増改築とあわせて計画を作りなおす必要がある。 

     信州大学、JCFと今後も話会いながら進めていくが、JIM-NETは、むしろバスラので経験を生かして

     院内学級の開催及び、アンバール地区の患者に対し、交通費の支援を開始する。

   ○バスラ：病院が新しくなり、清潔な病院になったが、医薬品の不足は続く。機材に関しては、最新鋭の

     ものが導入されたが、技術的な問題や消耗品の不足などで動いていないものが多いという。原因究明の

     ための調査を行う。

   ○アルビル：感染症対策に関しては、日本から、環境クロスやドレッシングテープ、など必要なものを供

     与し、使い方を徹底させる。作業標準などをマニュアル化する。

２）難民支援

      救急車をマフムールキャンプへ送る。トルコ系クルド人のキャンプなので、今後どうかかわるか調査

    を行う。
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